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高率の肝疾患死亡を示した一町におけるHCV感染について

日高 良雄 平松百合子 津田 文男

　慢性肝疾患による死亡率が周辺地域より2倍以上高率である宮崎県下のT町を対象にHBVおよびHCV

感染との関連性を調査した。T町の住民4,164人（男1,448，女2,716）および対照として近接するY町住民

3,014人（男1,099，女1,915）の合計7,178人に対し，HBs抗原およびHCVコア抗体（CP抗体）を測定し，

肝機能異常等との関連について血清疫学的調査を行った。HBs抗原陽性率はT町1.1％，Y町0.9％で差はな

かった。一方CP抗体陽性率は，T町23.7％，Y町2.7％で，HCV感染率に有意（P＜0.001）の差が認めら

れた。CP抗体陽性者では肝機能異常が高率に認められ，このことがT町における肝機能異常者率がY町

に比し有意（p＜0.001）に高率である原因と考えられた。T町では昭和47年に肝疾患が多発した記録がある

が，当時肝疾患に罹患した患者血清でCP抗体陽性率が90.9％（30/33）と高頻度であった。このことは，

当時の肝疾患がC型肝炎であったことを示唆しており，過去において高頻度のHCV感染がおこり，それ

らの者が今日肝疾患を呈してきたと推測された。
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